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会 長：熊谷　健　　副会長：井上　修　　幹事：小椋文成　　公共イメージ向上委員長：太田明良

第1734回例会　令和7年4月1日（火）

■ 点　鐘 12：30

君が代・奉仕の理想・四つのテスト　　　鈴木一比古副ソングリーダー■ ソング  

ロータリーのマジック

■ 会長談話 熊谷健会長
　今日は、全員協議会で「３か年の目標と計画について」発表することを予定してい
ます。後ほど小椋幹事から、３年間のクラブ目標をクラブセントラルへ入力した結果
等について、数値目標を定めた部分について説明がありますので、会長談話では、ク
ラブの中長期計画と、そのための施策など、現在、戦略計画委員会で審議している事
項や、私の考えていることを、少し長いですがここで話したいと思います。

　まず、一年後に控えた「クラブ創立４０周年」の記念事業について、そろそろ考えていかなければならな
いと思っています。わがクラブを取り巻く様々な状況を考慮して、未来につながる記念事業を展開していく
必要があると思っています。来期は４０周年準備委員会を立ち上げ、具体的な準備を進めていく予定でいま
す。

　次に（これが今日もっとも伝えておきたいことですが）、わがクラブでも、衛星クラブを立ち上げたいと
いう意見が、会員や会員増強委員会から挙がっており、戦略計画委員会での検討課題と考えています。
　衛星クラブについては、昨年の例会で地区の会員増強委員会の金児委員長から説明があったことですが、
（これからは会長の考えとして聞いてください）
　衛星クラブとは、わがクラブの中に別の事業体としての機能を持つ組織を作るということです。例えば、
わがクラブとは別に例会日を設定し、わがクラブの会員の会費とは別の会費設定をして、わがクラブとは別
に事業展開をしていくというイメージでしょうか。
　別の組織といっても、前提としては、わがクラブの会員には変わりないのですから、当然、わがクラブの
会員としてカウントされ、わがクラブの会員として RI や地区への人頭分担金を負担することは変わりあり
ません。

　衛星クラブを作ることが、わがクラブにとってどのようなメリットがあるのか？あるいはどのような場面
で衛星クラブが機能するのか？ということについて、少し話をしたいと思います。
　まず、一つは、会員の世代交代に寄与できるのではないか？ということです。会員の後継者がクラブに入
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会したい、入会させたいということがあっても、一企業から二人の会員を出すということは、現実にはなか
なか難しい面があります。経済的な事情もありますし、昼間の例会時に２名が出席するということも難しい
ということもあるかと思います。そのような場合に、後継者会員が一旦衛星クラブに入会する、あるいは、
現在の会員が衛星クラブに移動して後継者が本クラブに入会するという選択ができれば世代交代がスムーズ
になり、そのことは会員増強につながります。
　二つ目は、仕事柄、昼間の例会に出席しづらい会員については、衛星クラブで設営する夜の例会に出席す
ることでクラブ会員の義務を果たすことができるという機能もあります。
　三つ目は、ある会員について経済的な負担を軽減する面も考えられます。衛星クラブの年会費は、本クラ
ブの半分程度を考えています。その分、例会の回数も制限されます。ただし、衛星クラブの会員も本クラブ
の会員に変わりないのですから、例会の実費を払っていただいて本クラブの例会に出席することはできます
し、本クラブからも出席を要請する場合も当然想定されます。
　また、年会費が安いからといって、本クラブの会員が、際限なく衛星クラブへ移動するということになっ
ては本末転倒で、本クラブの事業が財政手的に行き詰ってしまうということは避けなければなりません。し
たがって、会員の衛星クラブへの移動や、衛星クラブ会員としての本クラブへの入会については、理事会で
の承認を必要とし、厳正に運用していく必要があります。

　衛星クラブの会員は８名以上必要とされていますので、実際には、８名から１０名ちょっとくらいの、現
在の委員会程度の規模と考えています。また、新会員が本クラブに直接入会するのではなく、まず衛星クラ
ブに入会するといった場合には、衛星クラブでは、ある程度の期間を決めて、その会員が本クラブに移動し
ていただくよう、その会員を養成していただくという役割を担っていただくということが考えられます。
　また、衛星クラブの会員には、世代交代を終えたいわゆる重鎮の方々が想定されますので、皆さんで親睦
を深めていただくだけでなく、先ほど言いました若い衛星クラブ会員の教育をしていただく他に、現在の本
クラブの運営や事業についても、アドバイスしていただくという役割があります。が、余り積極的に助言を
いただくということではなく、本クラブの執行機関で困ったときに、相談に乗っていただくという位のイメー
ジで考えたいと思います。

　衛星クラブの例会は、基本夜間例会とし、昼の例会に出られない会員が出席できるような例会に考えてい
ます。
　できれば、私の年度中に、衛星クラブの原型を立ち上げ、一年間試行的に活動をしてみて、うまくいけば、
４０周年に設立申請をして、記念事業として「設立祝賀パーティー」ができればいいなと思います。
　クラブ細則や内規の変更など、まだまだ検討しなければならないことがたくさんありますが、現在このよ
うな流れで考えていますことをお伝えさせていただきます。
　なお、ご質問や、ご意見については、この後の全員協議会でお願いするほか、直接お尋ねいただければと
思います。
　以上、会長談話とさせていただきます。
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「2025-2026年度 地区委員委嘱状」

　今日は、全員協議会で「３か年の目標と計画について」発表することを予定してい
ます。後ほど小椋幹事から、３年間のクラブ目標をクラブセントラルへ入力した結果
等について、数値目標を定めた部分について説明がありますので、会長談話では、ク
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項や、私の考えていることを、少し長いですがここで話したいと思います。

　まず、一年後に控えた「クラブ創立４０周年」の記念事業について、そろそろ考えていかなければならな
いと思っています。わがクラブを取り巻く様々な状況を考慮して、未来につながる記念事業を展開していく
必要があると思っています。来期は４０周年準備委員会を立ち上げ、具体的な準備を進めていく予定でいま
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　次に（これが今日もっとも伝えておきたいことですが）、わがクラブでも、衛星クラブを立ち上げたいと
いう意見が、会員や会員増強委員会から挙がっており、戦略計画委員会での検討課題と考えています。
　衛星クラブについては、昨年の例会で地区の会員増強委員会の金児委員長から説明があったことですが、
（これからは会長の考えとして聞いてください）
　衛星クラブとは、わがクラブの中に別の事業体としての機能を持つ組織を作るということです。例えば、
わがクラブとは別に例会日を設定し、わがクラブの会員の会費とは別の会費設定をして、わがクラブとは別
に事業展開をしていくというイメージでしょうか。
　別の組織といっても、前提としては、わがクラブの会員には変わりないのですから、当然、わがクラブの
会員としてカウントされ、わがクラブの会員として RI や地区への人頭分担金を負担することは変わりあり
ません。

　衛星クラブを作ることが、わがクラブにとってどのようなメリットがあるのか？あるいはどのような場面
で衛星クラブが機能するのか？ということについて、少し話をしたいと思います。
　まず、一つは、会員の世代交代に寄与できるのではないか？ということです。会員の後継者がクラブに入

会したい、入会させたいということがあっても、一企業から二人の会員を出すということは、現実にはなか
なか難しい面があります。経済的な事情もありますし、昼間の例会時に２名が出席するということも難しい
ということもあるかと思います。そのような場合に、後継者会員が一旦衛星クラブに入会する、あるいは、
現在の会員が衛星クラブに移動して後継者が本クラブに入会するという選択ができれば世代交代がスムーズ
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ることでクラブ会員の義務を果たすことができるという機能もあります。
　三つ目は、ある会員について経済的な負担を軽減する面も考えられます。衛星クラブの年会費は、本クラ
ブの半分程度を考えています。その分、例会の回数も制限されます。ただし、衛星クラブの会員も本クラブ
の会員に変わりないのですから、例会の実費を払っていただいて本クラブの例会に出席することはできます
し、本クラブからも出席を要請する場合も当然想定されます。
　また、年会費が安いからといって、本クラブの会員が、際限なく衛星クラブへ移動するということになっ
ては本末転倒で、本クラブの事業が財政手的に行き詰ってしまうということは避けなければなりません。し
たがって、会員の衛星クラブへの移動や、衛星クラブ会員としての本クラブへの入会については、理事会で
の承認を必要とし、厳正に運用していく必要があります。

　衛星クラブの会員は８名以上必要とされていますので、実際には、８名から１０名ちょっとくらいの、現
在の委員会程度の規模と考えています。また、新会員が本クラブに直接入会するのではなく、まず衛星クラ
ブに入会するといった場合には、衛星クラブでは、ある程度の期間を決めて、その会員が本クラブに移動し
ていただくよう、その会員を養成していただくという役割を担っていただくということが考えられます。
　また、衛星クラブの会員には、世代交代を終えたいわゆる重鎮の方々が想定されますので、皆さんで親睦
を深めていただくだけでなく、先ほど言いました若い衛星クラブ会員の教育をしていただく他に、現在の本
クラブの運営や事業についても、アドバイスしていただくという役割があります。が、余り積極的に助言を
いただくということではなく、本クラブの執行機関で困ったときに、相談に乗っていただくという位のイメー
ジで考えたいと思います。

　衛星クラブの例会は、基本夜間例会とし、昼の例会に出られない会員が出席できるような例会に考えてい
ます。
　できれば、私の年度中に、衛星クラブの原型を立ち上げ、一年間試行的に活動をしてみて、うまくいけば、
４０周年に設立申請をして、記念事業として「設立祝賀パーティー」ができればいいなと思います。
　クラブ細則や内規の変更など、まだまだ検討しなければならないことがたくさんありますが、現在このよ
うな流れで考えていますことをお伝えさせていただきます。
　なお、ご質問や、ご意見については、この後の全員協議会でお願いするほか、直接お尋ねいただければと
思います。
　以上、会長談話とさせていただきます。

■ 委嘱状伝達式

・資金管理会計小委員会 副委員長　太田明良会員

「米山記念奨学会より感謝状」■ 感謝状伝達式

・米山カウンセラー　三澤俊明会員



小椋文成幹事　　　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

■ ニコニコボックス

◆熊谷健

◆小椋文成

◆伊藤かおり

◆馬場秀則

◆池上幸平

◆澁谷恵二

今日から新年度となりましたが、寒い日が続きます。桜の開花が心配です。4 月 6 日の分
水ロータリークラブとの交流会では大変お世話になります。分水クラブの方々を盛大にお
迎えしたいと思いますのでよろしくお願い致します。
ロータリー年度最終四半期となりました。残り3ヶ月よろしくお願い致します。分水との交
流会も今週末です。桜が間に合うよう祈るばかりです。
今朝の天気にはびっくりでしたが、天気も回復してよかったです。私ごとではありますが
風邪ぎみです。皆様も体調にお気をつけ下さい。今日も宜しくお願い致します。
80代。ゴルフの成績ではなく、ゴルフはレディース！　傘寿の祝いに淡路島のウズシオ見
学に行ってきました。
営業ナンバーを取得する事ができました。事故のない安心・安全な会社のイメージの一つ
の引き出しが増えました。ぜひ皆様ご利用下さいませ。
子供3号が巣立ちました。何十年か振りの2人生活が始まります。ワクワクドキドキです。

■ 委員会報告

・3月22日（土）会長エレクト研修セミナー［PETS］の報告　　　井上修会長エレクト
　3 月 22 日、松本ア
ルピコプラザにて会
長エレクト研修セミ
ナーが開催されまし
た。参加者は 100 人

程。現ガバナ-からガバナーエレクト、パ
ストガバナー多数と新年度の会長等の参加
者でした。議事は、①小林ガバナーエレク
トの新年度への抱負、②テ-マ 1：会員増強
について、③テ-マ 2：DEＩについて等の
後に分科会形式でセッションが行われまし
た。

■ 慶　祝

4月誕生祝い
・澁谷恵二会員　・原誠会員　・池田幸平会員　・池上幸平会員
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「3か年の目標と計画について」スライドをもとに説明を実施。
まず、ロータリーアクションプランを説明するために
　・ロータリーのビジョン
　・ロータリーの使命
　・ロータリーの優先事項
について説明をさせてもらいました。その中でロータリーの優先事項
　・より大きなインパクトをもたらす。
　・参加者の基盤を広げる。
　・参加者の積極的なかかわりを促す。
　・適応力を高める。

・3月30日（日）RLIパート3の報告　　　宮下健会員
　3 月 30 日（日）塩尻市市民交流センター（えんぱーく）にて RLI　PartⅢが開催さ
れました。9時から17時まで6セッションのテ－マを勉強させていただきました。セッ
ション内容は下記の通りです。
第１セッション ロータリーの機会
第２セッション 効果的なリーダーシップ戦略

　　　　　　　　　　第３セッション ロータリー財団Ⅲ　国際奉仕
　　　　　　　　　　第４セッション 公共イメージ　　
　　　　　　　　　　第５セッション 規定審議会・決議審議会
　　　　　　　　　　第６セッション 変化をもたらす　　　　
　どのセッションも発言を求められる訳ですが、無難にやり遂げて参りました。
私、PartⅠ・Ⅱを諸事情により参加出来なかった為、今回が初参加と成りました。恐らく初参加は私だけで、
PartⅢから入る強者がいると思われたに違いないと思います。
皆様には大変申し訳ございませんが、留年となる事をお許しください。来年度も参加させていただきます。
　また国際奉仕の作田さんから、井上会長エレクトに伝言を承りました。「伊那中央のトランプ大統領！次
年度の会長頑張って下さい！」との事です。「良い例えですね」とお答えしておきました。

　新会員の皆様ご存知でしょうか？「財団補助金のシェアシステム」簡単な図にしました。DG（地区補助金）
が 3年後、当クラブに戻って来ます。財団事業（森林整備事業）で使われています。
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「3ヶ年の目標と計画について」　　　小椋文成幹事■ 全員協議会

が 3か年計画のもとになっていることを説明しました。
また、活動の重点分野についても説明をしたのち、具体的にクラブでは何をすればいいのかを説明しました。
また、具体的にしなければならないことを説明し、当クラブでは何ができていて何ができていないのかにつ
いても状況を示しました。
3 か年の目標フォーマットをスライドで提示して、過去 3 年の結果と今期を含めた 3 年の目標設定を見ても
らいました。
RI・地区からは 3 か年目標などを当たり前のように設定要求してきていますが、実際にはクラブ内では 3
か年目標などの設定が求められていることも把握がで
きていなかったり、設定することに疑問を持ったり、
抵抗感を感じる人が多くいると感じます。
また、情報を得るために必要とされているマイロータ
リーの登録やロータリージャパンポータルサイトなど
も浸透しているとはいえず、RI・地区とクラブの認識・
意識の差を感じます。そのあたりを解消するとともに
クラブとして実際に 3 か年目標の設定などが必要かど
うかも独自で話し合い決めていく必要性を改めて感じ
ました。



「3か年の目標と計画について」スライドをもとに説明を実施。
まず、ロータリーアクションプランを説明するために
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次回例会
4月 6日（日）11:00 ～　

分水ロータリークラブとの交流事業

■ 点　鐘 13：30

会員数43名　　出席免除会員5名　　長欠会員1名　　本日出席者23名　　事前メイク6名　　
出席率78.38％　　前回出席率 修正なし

■ 出席報告

小椋文成幹事

１．創立記念例会・観桜会のプログラムについて
２．次年度（2025-2026 年度）地区委員会委員の推薦について
３．4月の行事予定並びにメイクアップ扱いについて（＊印　メイクアップ扱い）
４．その他

■ 理事会報告

が 3か年計画のもとになっていることを説明しました。
また、活動の重点分野についても説明をしたのち、具体的にクラブでは何をすればいいのかを説明しました。
また、具体的にしなければならないことを説明し、当クラブでは何ができていて何ができていないのかにつ
いても状況を示しました。
3 か年の目標フォーマットをスライドで提示して、過去 3 年の結果と今期を含めた 3 年の目標設定を見ても
らいました。
RI・地区からは 3 か年目標などを当たり前のように設定要求してきていますが、実際にはクラブ内では 3
か年目標などの設定が求められていることも把握がで
きていなかったり、設定することに疑問を持ったり、
抵抗感を感じる人が多くいると感じます。
また、情報を得るために必要とされているマイロータ
リーの登録やロータリージャパンポータルサイトなど
も浸透しているとはいえず、RI・地区とクラブの認識・
意識の差を感じます。そのあたりを解消するとともに
クラブとして実際に 3 か年目標の設定などが必要かど
うかも独自で話し合い決めていく必要性を改めて感じ
ました。


